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P−238　閉経後出血例 に お け る 経腟超音波 に よ る チ宮内膜病変検出成 績
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翻 的】閉経後の 症例 に対す る経腟超音波 （以下 TVs ）を使用 した 子宮内膜病変検出 に関す る報告で は 感度は 高い が 特異度が

低 く，偽 陽性 が多 い と され て い る．しか し，偽陽 性 とな る 症例 が どの よ うなもの で ある か は 明 らか に され て い ない た め ，今回

偽陽性例 に関 して 検討 した．【方法】対象は 1996乍か ら1999年まで 当 院 を受診 した 閉 経 後出血 の 16 例 で ， 平均年令 は58．2± 8．2
歳で TVS

， 内膜細胞診，子宮内膜組 織検 査 を施 行 した．　TVS は 子 宮 の 矢 状 断 を描 出 後 ， 内膜 の 厚 み を計測 し4mm 以．ヒの 例 を

陽性とした。組織検査で は 内膜増殖症，内膜癌 を子宮内膜病変 と した．【成 績】160例中 TVS 陽性 が74例 （46．2％），陰 性 が 86

例 （53．8％ ）で あ っ た．組織 検査 で 内膜増殖症 9例，内膜癌29例認め，そ の 他 i22例 は 良性所見で あ っ た．子宮内膜増殖症 9 例

はすべ て TVS 陽性で 内膜の 厚さ の 平 均 は12Bmm ， 子宮体癌29例中28例が TVS 陽性 で 内膜 の 厚 さの 平均 は16．3mm で あ り

TVS の 感度 は97．’i％ で あ っ た．　 ・
方組 織学 的 に良 性 と され た 122例 中37例 が 偽陽性 で あ り特 異 度は69．7％ とな っ た．偽陽性 と

な っ た 37例中11例 （30％〉が内膜 ポ リ
ープ，粘膜下筋腫 が 5 例 （13％ ），ホ ル モ ン 剤投与 が 8 例 （20％）認め られ た．そ の 他

の 13例 中 IO例 （27％ ）の E2が 上 昇 し て お り，3例 （8％ ）が ，測定 ミ ス の 可能性 が 考え られ た．【結論】閉経後 出血 婦 人 で は TVS

を使用 す る と97％ の 感度で 子 宮内膜病変を検出で き，内膜 ポ リープ や粘膜 ド筋腫などを念頭 に おけば，閉経後出血の 症例で も

不必 要 な内膜掻爬 を減 らす可 能 性 が 十 分 予想 され た．

P−239　DHEA 　sulfotransferase （SULT 　2Al ）遺 伝 子 欠 損 に よ る 高 ア ン ドロ ゲ ン 血 症 の 1例
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高 ア ン ドロ ゲ ン 亅血症 は月経異常の 原 因 の
・
つ で ある．今回 我々 は 月経異常を主 訴 に 来院 した 症例で 高 ア ン ドロ ゲ ン 血 症 の 原

因 を追求 し た と こ ろ，DHEA 　sulfotransferase （SULT 　2Al ）遺伝子の 欠損が原因で あ る と考えられ る 症例を経験 した の で 報告

す る．
症例 は 28歳の 独身女性で 未経妊，両親は い とこ 結婚で あ る．内 分泌学的 に ，DHEA が正 常値 ltwaの 3倍 以 上 で あ るの に対 し，
DHEA −−S が 正常値 下 限の 1／8で ある こ と よ りSULT 　2Al の 異常を疑 っ た．　

一
方ll−deoxycortisolと DOC も高値 で cortisol と

corticosterone は 正常値 で あっ た の で ，　 l　lβ一hydroxylase（CYPllBI ）の 異常の 可能性も考え られ た．そ こ で ，こ の 2 つ の 遣伝

子の 各エ ク ソ ン を増幅す る ように ブ ラ イマ ーを設計 した．患者 と両 親に 説明の F．
， 同意を得て の 末梢血 中の 白血 球 よ りDNA

を分離 し，PCR で SULT 　2A ユと CYPUBI 遺伝子 を増幅した と こ ろ，患者DNA で SULT 　2A1 遺伝子の エ ク ソ ン 1〜4が 増幅 さ

れ なか っ た の 対し， 患者 DNA の エ ク ソ ン 5，6と 両親 の DNA で は 予想された長さの DNA が 増幅 され た．確認の た め，サ ザ ン

プ ロ ッ ト解析 を行 っ た．CYPIIB1 は 患者 ， 両親 ともに予 想 さ れた長さの DNA 断片が 増幅された の で ，ダ イ レ ク トシ
ー

ク x ン

シ ン グ し たが，異常 を 認め なか っ た。以 Lの 検討よ り， SLUT 　2Al 遺 伝子欠損 の た め の 高 ア ン ドロ ゲ ン 血 症 と診断 し た．現 在，

デ キサ メ サ ゾ ン をO．5錠／日投与す る こ とに よ り1fiT．rpの DHEA 濃度は 正 常化 し，男 性 化 症 状 も消 失 したが，月経周 期 は正常化 し

て い ない ．

P−240　絨 毛癌 細 胞 株 に お け る Placental　protetn　5／Tissuc　factor　pathway 　inhibitor−2（PP5 〆
iTFPI ．−2）強制発現 に よ る 悪性度

　　　　 の 変化 の 検討
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1目的】癌 の 浸潤
・
転移 に お い て は，細胞外基 質 （ECM ）を破壊す る プ ロ テ ア

ーゼ が 重 要 な役割を果 た して い る．　 PP51TFPI−

2は正 常 な胎盤 で 高発現す る セ リ ン プ ロ テ ア ーゼ イ ン ヒ ビ タ
ー

の
一

つ で ある が，絨毛 癌細胞株 で は PP5／TFPI −2の 発現が 認め

られ ず，絨毛細胞の 悪性形質の 獲得 に PP5／TFPI．．．2の 発現 の 消失が関与して い る と予想 される ．今回，　PP5／TFPI −2を絨毛癌

細胞株 に強制発現させ，細胞生 物学的性格お よ び ヌ ードマ ウ ス 移植腫瘍にお け る表現型の 変化を解析 し，
PP5／TFPI −2の 悪性

進展 に おける 意義を検討 した．【方法】ヒ ト絨毛 癌細胞株 JAR に リポ フ ェ クチ ン 法 に よ り遺 伝了導入 し，　PP5／TFPI−2強 制発現

株 を樹 立 し
， 増殖曲線 ， 倍加時間 ， platin暮 efHciency を調べ た．強制発 現株 の PP5 ／TFPI −2蛋 白の 分泌 の 局在 を，培 養 上清，

細 胞 内，ECM 各々 につ き検討 し た．また20匹の ヌ
ー

ドマ ウ ス の 皮下へ 移植 し，その 組織像 を検討 した e 賊 績】強制発現株 に

お い て，PP5 ／TFPI −2蛋白は ウ エ ス タ ン 法に よ り30kDa に 検 出 さ れ た．倍加時 聞 は 明 らか な 変化 は な く，
　 plating　efficiency

は 4 倍また は 8 倍 に ヒ昇 し，PP5 ／TFPI −2蛋白の 大 部分 は ECM に分布 した．ヌ
ードマ ウ ス皮 下 移 植腫瘍で は，強 制発現 株 に

お い て は 非発玩群 に 比 べ 浸潤像の 減弱傾向は 見 られ ず，強制 発 現に よ る明 らか な 差異 は 認 め られ な か っ た．1結謝 PP5／TFPI−

2は，ECM の 分解 や接着性 の 増強を介 して，癌細胞の 浸潤 や 転移に 先立 つ 細胞の 分散に 抑制的に働 き，そ の 消失 は癌の 浸 潤転

移 に 深 く関与す る こ とが 示 され た。
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